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時　計 の　話

上　　田 穣

　現在一般に使用せられてるる時計の堅造を大略お話しして見ようξ思ふ。一

概に時計εは回せられても大小種々の別があり．見掛けの上から申しても諸種

の違ひがあるのであるけれ3も．その主要部分は大禮一様に説明出町るのであ

るQ

　さて時計は時闇の経過を指し示す装置である以上、盤面の上を指針が動く妙

な仕掛けになってみる事は申すまでもないが、その針が休みなしに一様の早さ

で動いてゆくがためには次の様な三つの主なる部分が必要なのである。

　　　　1、動力

　　　　2、節動装置（Regulat・r）

　　　　3、脱進装置（Escapemen亡）

　この三部分の此位を説明するε、先づ指針が維えす動いてゆくためには是非

ざもその原動力が必要であらう。この動力が指針に傳達するには一連りの歯車

仕掛が用ゐられてある。そして指針を一様の速度で廻韓させるために二曲装置

εいふものがあって坐れが正しい時間を刻んでみるのである。或は時間のお字

りを爲てるるSでもいひませうか。その正しい時間毎に指針の歯車が一面づN

まわって行く様になってみるので．そこの蓮結の役目をするのが二進装置ミい

ふものに外ならないのである。

　1、動．　　力

　動力の種類は普通

　（イ）　地球が引くカー重力

　（ロ）　ゼンマイ

の：つに大別するこεが出刷る。重力を利用するε云ふのは．Sりも直さす錘

りを利用するこεで一つの横の軸に巻きつけナこ糸の端に重錘をブラ下げたもの

である。この重りが下へ引く力によって軸が回縛しその回韓が爾車仕掛で指針

の方へ傳へられる課であるっヲモリが下りきって終うxSモ早や軸をまわすカが

なくなるので、その時にはネヂを雀いてヲモリを巻き上げる必要がある。これ

が一週間まきミか十日まきざかいふ名の起るもSであるつまた閉る時計では横

軸のまわりに一つの車がついてみて車の端に小さなラモリが噛みあふ様になっ

た仕掛のものもあって、矢張りそのうモリの力で軸が廻るのであるがそのうモ

リが下側へまわってくるミ自働的に電磁石の作用で誌上の方ヘヲモリをはね上

げる様になってをる。從って人手を借らすに何時までも時計が動くミいふ諜で

．ある。（リーフラー時計面の月形の穴からそのヲモリが見える）
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　　次にゼンマイを動力に使用す

　るのはこれを巻くミハネ戻る性
り

1質を利用しナこもので．前述の動

フカミ異なって必ずしも横軸に限

うらす．何の向きの軸をまわすに

1も用ゐられるが故に携帯用の時

時計には專らこれが用ゐられるの

計であろこ讐通の日豊時計な：ヨに

　使用せられてるるものは．ゼン

　マイの一端を固定軸にさSへ他

　の端を廻樽する軸に連結しナニも

　ので、軸を憎くεそのゼンマイ

　のほ3ける力で廻縛軸に漣噛し

　てるる歯車を反封のムキにまわ

　す働きを生するのであるG
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　叉一般の懐中時計等に使用せられるものは、普通香箱ε構へるマルイ箱の中

八二ってあってゼンマイの一一端はその香箱に取りつけてあり他の端は箱の中心

を貫いてみる廻引引に蓮結してある。それで軸を巻けばゼンマ4のはじける力

で香箱が巻いたのこ同じ方向にまわってそれが欝車仕掛で傳えられるεいふ勘

定である。ゼンマイが動力Eして重力に優る貼は上に述べナこ通りであるがその

ヵが絶えず一様でないこ”g’・’はその二二εいはねばならない。郎ちゼンマdを巻

いナニ當時こダンダンほεけて來た時εではその力に相違が出來るのは止むを詮

ない事である。しかしそれを避けるために所謂「二引き」の装置εいふのがあ

み。それはクロノメートル圖で見る襟に香箱のほかに爾ほ一つの圓錐形をし

ナこ螺錐車があってそれε香箱ごが一つの鐵で連結せられてるるものである。こ

の二二には香箱の軸を雀く代りに螺錐軸をまくε．今迄香箱の外簡に巻きつい

てみずこ鎮は二二形の底の方から上方へ段々ε巻かれて終ふだらうそうするミ今

度はバネの力で香箱が次第に鐡を巻き戻す様に作用するので螺錐を生するので

ある。又一般の懐中時計等に使用せられるものは普通香箱ε構へ軸が反野の方

向へ町回せられるのである。この廻輻が順序指針へ傳へられる。この際バネの

力が大きい闘は圓錐の上の方で引くし、段々力が弱って來るに三って圓錐の下

方で引く様になって力の均整を保つここになるのである。

　この鎖引きの装置をもつたものは．圭にクロノメートルに限られてみる様で

あるが、上等の大形懐中時計にこの装置を備へてるるものを見受ける襟である

省ほゼンマイを巻くのに、目覧時計や柱時計は鍵で巻く様であるが懐中時計に

は鍵巻きのものは近時余程珍らしく大抵龍頭捲きの装置をもつてみる。

　2、節　動　漿　置

　節動装置は時計の心臓部に二二するεころで、釦ち時計の邊速を司蓄ってみ

る中二部である。この種類を別って

　（イ）　振子（Pendulum）

　（ロ）天府（Balance　wheel）

　の二つざするこεが二二る。振子εいふのは主に大形柱時計に用ゐられるε

ころの錘りを振り桿でつるしナこもので．天応は懐中時計に見る様に軽い輪が左

右にクルクルεまわってみるものである。何れもその一振りの間隔が少しの早

い遅いのないのを以て一大理想εしたもので．それがfめには色々な工夫が凝

らされてみる次第である。

　先づ振子について述べて見よう。振子の等時性ミして知られてみる黒占は、振

・り桿がもし一定の長さを保ってるるならば一定の四所に於ては常に一一定の週期

をもつて振動するεいふこEである。只場所が痩るε重力が異なり、そのため

振子の振り方に渥速を生する課である。赤道の方へ近づくε重方が小さくなり

振子の振り方が邊くなって時計がをくれて來るミいふ性質を有してみる。
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　そうして振り桿に長短の愛化を與へるものは温度の憂化であってもし定温設

備でもしてない以上は温度の早耳は免かれないこミで毎日の寒暑に慮じて時計

が進みをくれする筈である。この不便を避けるために振り桿の長さを一一爾ほ

詳しく言へば振り桿の支へ鮎から分銅等の重心までの長さを一定に保つ工夫が

施してある。

　i　格子形振子　　　　　　　　　　　　　ii水銀補正振子

　五i不慶桿振子　　　　　　　　　　　　iv　定温装置

　格子形振子　ミいふのは只一本の桿で分銅をつる代りに二種類の金馬棒を・

何本か絡子の様に組合はせて作ったもので一方の金属がのびて分銅を下げるS

モーミ種類の企属は上方に延びて丁度分銅の高さが一定になる様な仕掛けに作

られたものである。ハ9ソンの獲明にかNるもので奮式な大形据時計によく見

掛けられる。

　水銀補正振子はグラハムの考案であって．分銅の内部に水銀を入れナニも

ので温度が高くなって桿が延びるミ同時に水銀が膨脹して上の方へ盛り上って

　　倭時計（座右用）

はあるが然しまだ理想的に働かないから矢張り温度を一定に保つにしくはな

い。それには地下室の如き慮に置いて外氣の温度の愛化が時計に影響しない様

な工夫をせねばならない。尚ほ慾をいへば電熱番で自働的に一定の温度に保っ

て置く装置があれば宜しい。そうするミ夏冬通して一定温度にするこεが出測

る。又冷却装置を備へて常に冬の温度に保つのもあるが設備に多くの経費を要

する機である。更らに近頃天文皇な汐で流行しさうなのは10メートル以上の井

戸を堀ってその底に時計を置く装置である。そこでは一年中一定温度であるが

故に面倒な定温装置が不必要ミいふ課であるし．時々電流の供給が止つtりす

來て重心は矢張り一一定の高さになってみる風

な仕掛けである。

　不璽桿　εいふのは温度の霞めに伸縮し

ない様な桿を使用するこεで．それにはイン

バールミいふ合金製のものを用みる。尤もこ

れεても全然伸縮せぬミいふ謬ではないので

あるがその上に水銀補正を施しナこ振子はごく

高級な時計に使用せられてるる。ごく普通の

振子時計に用ゐられる振子はある種の木材

を．藥品で慮理したもので温度の影響を可及

的に避けてはみるが日本の様な漁氣の多い慮

では竹製の桿を使用して可成り放費してみる

様である。

　定温装置　上に述べた様な工夫も結構で
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fる不便不安がなくなるこミである○
　次には天府について蓮べなければならぬ。天府0）構造は既に諸君が懐中時

計なり二二時計なりで観察せられてるる通り一つの重みのある輪が中心を通る

軸で支へられたものでこの軸にヒゲゼンマイが固定してあり．ヒゲゼンマイの

他の端は枢にεり付けられてある。それで天府をソッε何方へか廻懸すεヒグ

ゼンマイの作用で後へ戻る働きをなし．又戻りすぎて今度は元の方向に廻るε

いふ風に絶えず左右へ廻補する性質をもつてみる。そしてその一つの間隔が一・

定の時間を保つミいふ課柄である。ヒヂゼンマイの形は色々あって、その形に

よって周期に影響を與へるものである。普通のものは一二面に渦巻きの形をな

し其中心が軸にくつ付いてみる。ウォルサム懐中時計のものはブリゲー1・ミ構

するもので渦まきの外の端が李面からハヅれて巻き上つ九形をしてみるので．

それが尚ほ正確な時間を輿へるものであるε丁半してをる。クロノメートルの

ものは他のヒゲが扁李なものであるに引き替へ丸いヒゲで回れを提燈の様にウ

ヅ高く巻き上げナこものである。これは余程正確な振動を興へるものである。次

に天府の本艦の輪は温度が昇るε櫨がつて丁度振子の桿が延びた様な影響を生

じて時計がをくれるのである。しかもヒゲぜンマ／は温度が高くなるεそのバ

ネの二丁を減じて爾ほ夏ら時計を渥くらせるのであるから、上等の時計にはこ

れに鋤する補正を施してある。勿論ヒゲゼンマイには一寸手の附け様がないか

ら天府の輪に仕掛けをするのである。それは所講「切り天府」ε労するもので、

只一ミつゴきの輸ではなく二たミころで切れてみて言はtST二つの牛圓輪を他の

一
了
一
P
h
L
切　天　府

一枚の板でつないであってその板の中央に軸が附いて

みる勘定である。しかもその牛胴輪は一つの金薦では‘

なくて二枚の金属から出來て居り、温度が高くなるミ

切れてみる輪の端が内の方へ巻き込んで回る様になっ

てみてs輪についてみる幾つもの小さい錘りネヂの調

節の仕方によっては輪が小さくなるのE同じ結果をも

たせるこごが出下る。クロノメーbルには全くこの仕

掛けが施してあるが目高時計には全くなく只一つの眞

鍮の輪に過ぎない。懐中時計でも安儂なものにはなくて．上等のものには切り

天府ξいって勿艦つけてみる様である。

　3、脱逡鵬置
　今迄述べ來っナこ二二装置はそれ自身で動いてみるならば可なりの要求を満す

こεが出門るであらうが．禽ほ振子なり天府なりの一一｝Nり毎に歯車を一露宛迭

ってゆく役目がある。そればかりでなしに振動してみる聞には室氣の抵抗も受

けやうし廻胃軸の摩擦も受けるので段々振り方が弱って來てその儘にして置い

ては遽には止まって終ふより外はないから時々勢を付けてやる仕掛けがなくて
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はならない。それが三州装置である。

　先づ現在行はれてるる脱進器をお話するざ．次の三つに別けるこεが出來る

　　（イ）　シリン脱進器

　　（ロ）　アンクル寸進器：

　　（ハ）　ク、ロノメート）レ式脆進器

　シリン　Sいふのはシリンダー・エスクープメントの略で言葉通りに天府

の軸が筒形になってみるのである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　圓で見る様に筒の一部介が宇圓筒

　　　　　　　　　　　　　　　　　　になってみてtの部分はその内側が
　　　t

釜・
シ　リ　ン脱進器

見えてみる繹でSの部分は切りεら

れてるるのである。一寸行燈に似て

みるのでアンドン心ξも構へられ

る。右の方はそれがかンギ歯車ミ組

合ってみる岡であってs天府につれ

てこのアンドン心が左右X：一一振りす

る苺にガンギ歯か一つ宛歩けてゆく

仕掛けである。ガン弾車は嵐車仕掛けによって動力からの力を受け常に一・方へ

廻らうεしてみるが故に詩筒εの交渉が無いなら無論くるくる廻って行く筈の

ものである。εころがアンドン心が右左へ周期的に動いてみるから、右へ振っ

てみる揚合にはガンギの樹がシリンのtの部分にブツつかって喰い止められる

のであるが、シリンが左～振る刹那にはガンギ歯はtをすべってガンギ歯を支

ぺてるる腕はsの間隙から脱けて終ふ。次のガンギ歯が同じく脱け出さうミす

る時には既にシリンが右廻りをやって待つたεばかりにtで喰ひεめろのであ

る。この漁るハヅミにシリンの廻韓に勢を與へる。シリンが二進ee　xSして不充

分な1粘は天府がまだ廻る積りのミころヘガンキ歯がブッフかつて天府の自由蓮

動を防げる所にあるので．只今では極く安償な懐中時計にしか用ゐられない。

　アンクル　はアンカ～eエスケープメントのフランス讃みであらうか．脱

進器が二形になってみるによってこの名があるD

　　　　　アンタIV脱進器　　　　　央の錨形がアンクルでその左の方

は叉になってそれで振り石を挾んでみるのである。天府が：右左ミ動く度にアン
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　クルも：右左ε振ってガンギ歯車を一群宛一方へ廻らせる仕事をしてみるので

　ある。同じアンクル脱湛器の内でも上に示すものはダブル・U一ラー脱型器

　ε稔するもので且アンクルの爪石（ガンキ歯にアタル部分）が出張ってみる故エ

　キスポーズド・パレットEいふ名前がついてみるQアンクルの形によって妙齢

　器に種々の差別を生する。安物の目壁時計なさは石の代りll　ueンがさしてある

　位0）ものである。最初英國の時計師クレメントが一六八○年に考案したものは

　アンクノしの先きが爪の様にトンがってゐfこもので．ガンギ車に分るハヅミに車

　がチヨイチヨイ後すざ回する傾向をもつてみた。断って天府なり、振子（振子

　に蓮結する場合には叉は天府の振石の代りに振拝を挾むのである）なりの自由

　蓮動を復害するから面白くないので後退脱進器εいつtやうな蝕り有難くない

　名前かつけられてある。然るに其後一七一五年にグラハムが改良し爪の當リ工

　合を改めナこものでグラノ・ム脱進器又は無衝撃脱進器ミいはれる。夏らに一八七

　一年グリニツチ天文毫にゲント會耐が据え附けナこ時計は署長エナリーの案で自

　由脱進器を備えてみるものである。これはアンクノレの叉が振子を挾ます從って

　振子は自己の振動の甲羅んさ自由で只振動の終りにアンクルを動かす装置を持

　ってみるものである。爾ほドdッのミュンヘンにあるリーフラー會胤の時計は

　完全自由腕進器ε銘を打つナこもので最高級の時計こ信ぜられてるる。も一つ文

　字通りに振子嬉野の自由を保録する時計が出現した。英國のシンクロノーム電

　氣時計會耐がシヨルトの考案によって製作したものであるがアンクル西進器ε

　は無關係なるが故に後で説明しょうε思ふ。

　　ク幽ノメtUトル式醗：進器　十六世紀の初め頃：に時計の蓮搬によって経度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　測定をしようεいふ説が唱へら

麟s，

s

　　きほ

℃
　　　　　　クロノメートル角箸器

方の丸いものは天府を下から見テこものでSl　．

れたのであるが、一七三〇年頃

に至ってその要求を満すやうな

時計が；英国のハリソンによって

獲明せられたのである。これが

クロノメートルである。勿論其

後引っN“いて諸種の瓢を改良せ

られたがアーンショーのバネ腕

進器は特に大切な改善であって

：普通クロノメートル式西進器ε

樗せられるものである。圖の右

s2εいふのは一種の振り石であ

る。横に左から：右の方へ出てみるものはバネの性質を有してをり、上側のもの

は金の薄い板で天府が右左へ振動の途中に振り石s1によってノ・ネられるけれ

さも、殆ん3天府の振動には影響を與へない位な弱いバネである。下側のもの
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は幾らか硬くはあるが天府が左廻り（圏のやうに見て）の時にはs・のために金の

バネピー所に容易に下へ押しやられるのである。しかしバネのカで直ぐ蕎Sの

位置に戻ってみて．s・の戻り道ではs・は金バネ丈けにしか居かないからそれに

無二心でみるのである。さてこのバネの中央にsミいふ印があるがこれは牟圓

筒の石で上の方に出てみてガンギ歯車の歯をこれで受け止めてみる。尤も圖で

申せば紙面の裏側へ出てみる筈で中央にあるガンギ歯車Sバネミは三って段蓮

ひになってみるのである。多分それでクロノメートル脱進器の役目が解ったで

せうが．も一州順序立て申せば一天府の一振りに一返づSSなる石が一方へ

押しやられる。そうするS止めてゐtガンギ車の歯がハヅれて一歯丈けがンギ

車が廻る課で次の歯が來た時分にはsはチャンs蕎ミの位置に戻って受け留め

るのである。その際の衝撃は少しも天府に影響のないこミは明らかである。

只s2の役目が話さなかったがこれはかンギ車が一一一dV廻るSきにきれか一つの爵

がs2を後からデヨツミた、いてやるのである。ほんの一寸の時間師ち八十分の

一秒位の間にアト押しして天府の廻韓に前申す騰勢ひを附けてやるのである。

　これで早く大艦時計の主要部分のお話を終つt積りであるが附随部分をお話

しするミなるSまだ仲卸大愛であるから只名前画け並べて見るこSにする。

　1、打ち方　打ち方の普通なものは一時二時に一つ二つミ鐘をならす装置

でこれには別の動力を備へてるるものが多い。爾ほ侮時間の間に牛時を知らせ

るものも多くある。

　2、目暫し仕掛　別段疲てるるのを起すばかりが能ではなく一般に任意に

定められた時刻を知らせるものである。念のいった目豊時計になるs一度に鳴・

り切って終はすに尚十分εか十五分後に少し宛鳴って念を押すものもある。

　3、ピアノ入り目豊時計角形目弾

時計に見られるものでその底部に小さな1

鋼鐵の角EEが音階に並べてあり廻韓筒の．、　　　』　「tt　ttt　t一．レ　鳩

く輸入せられてあって．これには圖で見
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　暗
る襟に正面上方に小さな窓があって各時1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』‘計
及び各三十分野五分前になるS窓の戸がtt、

開かれる。そして正刻に小さな鳥が出て

翼を振り乍らハホー・ハホーS時刻を知

らせるのである。時計の内部には二種の、

小さな風琴があってそれを鳴らす仕掛に苔

なってみる。外宮ではcuckoo　dock郭
公時計εいってみるが日本では鳩鳴きミ鉱紺撫ガ．．
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樗へてるるらしい。

　元三時計は幾分装飾品ミ見徹されてみるが故に製作原理に当ては同様であり

乍ら各種各襟の時計が作られてみるからして外形による分類は到底その煩はし

さに堪へ得ないεころである。しかし使用様式による次の様な分類は一般に用

ゐられてるる様であるp大鷺大さの順によるε

　　1、堵時計　　　　　　　　2、懸け時計、柱時計　　　　3．置時計、珍奇時計

　　4、枕時計、目豊時計　　　5、懐中時計　　　　　　　　6、腕時計

　以上は勿論大雑把な二分法で特に昭然たる魑別が出來ないものもあみこミは

止むを得ないであらう。

　藪まで下るS私は「磨昔の時計術を顧みてみねばならない心壌になって終っ

t。現在我々が使用してみる具な機械的時計の出現以前はさづであったかミ問

へば先づ口時計がその役目をしてゐナこミいふこミが本當であるらしい。

　日時計　は或は日干ミ稻せられる。何れ塔εか立木εかの影が西から東へ

うつって行くのを見て時間の径過を知り．階段にさす日差しによって時間の立

つのを見た様なこεから日時計が考案せ

られナこのであらうからして．．何れが日時

計の元正であるかεいふ様なこεは定め

難いに相違ない。然し書物に表はれたも

のSしてはユダヤ王アーズの日時計ε稽　　　　．　　　　　　　　嶽　櫓

するもので年代は西紀前七百年位のもの

であるらしい。2Pちイザaア書Jlf八章第　　　　　　．・・　　．、　　「　時

八節に「覗よわれア・ハズの日讐にすNみ

て上帝エホバのお言葉であるから李清盛

も三舎を避けるこミであるご只さの様な

日時計であっナこか判らないのであるが言

葉の中に影がgone　downεあるのは階’

段の様なものミ考へるべきであらうか。

　構造のわかつナこもσ）εしては紀元前三

百年頃のカルデアの天文二者ベロススの

日時計で．四球を橡を水～Fに据えてその

中央に立ってるるもの、影が周園にうつ

る様になってをるのである。支那では春秋時代魯の僖公五年目日南至εいふ記

録があって．當時土圭（標桂の如きものならん）によって太陽の影の観測が行は

れてるtこミが回せられるのである。太陽が丁度眞南へ來たミき帥ち南中の時

の棒の影を測ればそれが一年中愛化するこεが解かり冬至には影が最も長くな
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つて．云は、吠陽が最も南の方へいつナこミいふこごをサトるこεが出來るので

あるが既に僖公五年置はこの事寳を知ってみたに相違ない。して見るε太陽の

影で時刻をはかるこεは更らにそれより以前であるミいふこ亡が考へられるで

あらう。僖公五年εいふのは西紀前六百五十五年である。

　其後は色々なH時計が考案せられて、同じく棒の影を見るものでも

　1．垂直棒の影を水地面に投ずるもの

　2．北極1こ向いナこ棒の影を水李面に投ずるもの

　3．北極に向いた棒の影を傾斜面に投ずるもの

なさの種類がある。又懐中時計の形をした携帯用月時計こいふものさへある。

日時計については別に機を得て延べfcいε思ふが、爾一言すべきこεは．近來

日時計は公園の蓑飾物ミいふ位のものでその示す時刻も甚だ不正確であり妙用

に適しないものε考へる人もあらうε思ふがその取扱ひ如何によっては甚だ信

頼すべき時計であるこεを知らねばならないQミ申すのは例へば僻阪の地にあ

って信頼すべき報時信號を得られないεころでは日時計のさす時刻を記入して

置けば、その後に天文観察によって正しい時刻を求めるこεが出來るのである

これは日時計が眞太陽時を表はしてみる強みで安償な不正時計の到底かなわぬ

鮎である。

　日時計は其襟に優れた貼を有しτゐみけれ台も、若し曇りであっfzり雨が降

れば半張り駄目で夜闇は爾更らのこEである。そこに出現したのが水時計であ

らう言思ふ。

　漏剋　　水時計のこεを漏刻ε唱へてるるが、これは水を入れる箱が七里か

ならんでみて上の箱の小さい穴から水が段々次の箱にうつり最下の箱には浮標

に目盛りしナこ棒が立てNあって段々浮き上って与る目盛を讃んで時刻を計る装

置である。大回の書物には上の様に書いてあるが詳しいεころは解らない。例

へば穴が曹の邊りにあるのやらそれによって水の流れが鯨程異なるミ思はれる

のである。天智天皇は皇太子でゐらせられるこき初めて漏刻を作らせられナこ恥

いふのであるがその筆陣もよくは解らない。外國の水時計はCiepsydraクレプ

シドラε構せられるがギリシャ語から來たもので廊π・鋤：三はこっそり入み翻ち

漏ごいふ様な意味を有し5おωρは水で矢張り漏刻S同じ綴な意味を表はしてみる

様である。ギリシャ時代のプラトンも水時計を作つナこミ傳へられてるる。南部

印度の水時計Sして底に穴のあいた銅鉢を水に津べそれに水が満ちて沈む時に

時守がアワてX引き上げその鉢をタXき鴫らして時を報じナこミいふこεをある

書物で見tこεがあったが支那の詮邦εいふ書にそれε同じ様な水時計の製法

が出てみる。説邦εいふのはエンサイクロベデアで宋時代の人々が書いてみる

様である。その中に漏刻経3いふのがあるが筆者は不明である。

　　　　　　　　　　　　　邉　　　孟　　　法
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其法白銅孟二

隻大一小一大’

者貯水初無制　．．

但寛：大過子小　・．，

者足i突如無以

磁田代之小者

重五単三畷
四分面底並闊　：，

四寸七分上下

四悪造之恐度

量差前當以太

挙銭五十丈準

其輕重造畢干　，

孟底微鐵一窮

如針眼大浮隔

鴇
湾
　
・
　
・

魚
　贔．

　　　　　　　　　　　　　　無線報時受信器
水盆上三水顛倒自穴外逆通水予孟中用制帽之水至子則子時至午則午時至一更則一更突他皆

減量。

　これを言ひ換へればこう云う意味であらう。2Pち銅の桝大小一つ宛作る。大

の方は大さに別段きまりはなく只小が悠くりハ入る位なら宜しく井開に限った

こミはなく磁器でも宜しい。小さい方は重：さが五爾で高さ三寸四分野が彫れ干

れ四寸七分で上下共四角である。此れを造るのに重さが大切だから太卒銭五十

文ミ同じ重さにすれば宜しい。そして底に針のメド位の小さい穴を明ける。さ

て大に水を入れてその上に小を浮べ穴からハ入って來る水の深さを目盛尺で計

って子の刻午の刻ε呼ぶミ云ふ意味であるミ考、るのであるが筒その次には下

叡慮εいふのが書いてある。罷れには日出の眞際に小を大盤の．ヒに浮べるS日

浸の頃に丁度水に沈むのを度ミしてあって沈んだのを直ぐ取出・して水をすて又

大盆の上に浮かべるεあすの日出の時丁度沈む様になるεいふこsSが書いてあ

る。

　口時計水時計の外に物の燃えるのを以て時間を表はす■tいふ方法もあっナこや

うであるが恐らく補助的役目をしてみたものであらう。

　1．蝋燭の燃えて行く長さで時間を表はし

　2．ランプのもえて減ってゆく油の量で表はし

　3．香をたいて燃え移ってゆく量で表はす＞Sいふ工合で

　4．線香で時間を測るのは只今でも叢々用ゐられるやうである。

　製作原理ミしては異ってみるが現在も何分かの實用償値を認められるものに

砂時計がある。夫れは中央がクピれた鼓形の硝子に砂を封じたもので上方か

ら中央の細隙を通じて落下する砂の量で時間を讃み取る装置である。今に爲眞
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暗室て時間を測るのに用ゐられる様な生命を保ってるる。

　この種の時計から現在使用せられる機械的時。匂玉代に遷るまでには多くの工

匠の手を経たに相違ない。既に西紀前二世紀頃に水時計の動力を機械的連結

・（ラツクミピニオン）によって指針を動かす装置が作られてあっナこ様ではあるが

飾動器εして．天秤機（天府の一種）が用ゐられたのは十世紀頃であり．まつ大

　　　　　　　　　　　　　　繊膿時計の艦裁を備へたものは

獺逸人デゥ井ツクが千三百七

十五年フランス王シャール五

世の宮殿に装置したものであ

らうか。

　わが日本に此等の時計が

渡來しナこのもは慶長十四年

（西紀千六百〇九年）和蘭ご通

商を初めた頃からミ思はれる

が一私は今審かにしない。　し

かし其後内地にも優れt時計

「師が輩出して時計が製作せら

れ．お大名の玩弄品乃至は藝

術品Σしての精罪な時計が作

られるに至つナこのである。御

所直隷の時計師一一即帝室枝

藝員ミしての時計師も出帆た

わけで爲門中の櫓時計には内

部柱に山城國京都一條堀川住

プジ・
ト』』』醸顯翻圏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バンベ，レヒ子午儀

幸田近江橡作之の銘があり．これは二條城出入の時計師であるミ聞いてみる。

　先づこれ等誌幕時代製作の時計の種類を申してみるミ主に形の上から次の様

に匠別するこミか出來る。

　　（イ）櫓　　時　　計

　　（ロ）懸　　時　　計

　　（ノ・）i　　時　　計

　　（二）　尺　　時　　計

　櫓時計　に就て述べるミその構造は全くデウ井ツクの時計εして傳へらる

Nものε同一・であるご申して宜しい。、動力には分銅を用ゐ．節動器には振子や

天府の代りに天秤機を使用してある。天秤機εは名の示す様に一つの桿の爾端

に小さな分銅をブラ下げたものでその中心に廻轄軸がありそれで右左にフラリ

フラリミ振り動くのである。
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天秤桿には目盛りがしてあって日の長短に慮じて小分銅を中心から遠けるか近

づけるかして時間を合はせる課である。爾ほ面白いこミは夜の振り桿が別に備

えてあって夕の六つを境Sして自働的に書間のものε交替し三夜の時間の別を

保つ様になってみるこSである。脱進器は全て冠輪ミ辮へるもので天秤機の廻

轄軸に付いてみる二つの舌の様なものε噛み合ってみるが故に天秤機の一振り

侮に冠輪を水ZFの軸の周りに一歯宛動かすわけである。指針は盤面の一部分か

ε思はれる弱な大きな一つ針で周園に十二刻を刻んである。2Pち子丑寅等の工

トを刻んであるので現今でも時計仲間では時計盤面の文字板を工トミも唱へる

のはこれに基くのである。尚ほその日の干支も表面に表はれる仕掛けを有しそ

して同じ動力を用みて鐘を打つ装置ε叉別の小さい分銅で目耀しの鐘を鳴らす

静置までも有してみる。

　懸時計　は櫓時計ε全く同一で一方は櫓形の蔓に乗ってみるのS他方は桂

から出てみる板に置かれてある位の相違にすぎない。

　置時計　は精巧なものが多い。動力はゼンマイであるし躍動器は天府にな

ってみる。ゼンマイ巻きの装置も鎭引きでしか

も普通の目豊時計では怨く間は時計の淫行を止

めるがそれを発かれる特別装置を備えてみるの

である。置時計は大名なさの座右に置いたもの

であらうし叉道中の籠に蓮搬用Sしてゐられtこ

ものであるらしい。

　尺時計　は至極二軍な構造で動力は分銅で

筋動器は天府のものが多い様である。原理に於

て愛ってみるのはグングン落下する分銅が示標

εなってみて師ち長い箱の外側に目盛りを付け

fこものにそって分銅が下って來るのである。

　次に近來世上に大分普及しつXある円理時計

について述べなければならない。

　　　電　篁　時　計

　電脳時計なみ名樗の下にいかなる柵下まで包

括するかεいふこεになるε回しも一定してみ

る課ではない。或は電氣的勢力の供給によって

蓮寂する時計全てを総構すべきであるかも知れ

ないが・一般の了解による電氣時計なるものは

灘1

総
掛

罫卵
一

暴

墾
毒

耀
灘

酒

時

計

〈イ）親時計ε（ロ）幾つかの子時計からなってみる時計系統を唱へるのではなか

らうカ）：三、憩ふ。

　そう云ふ意味の電氣時計は内外に幾多の種類があって其内二三の名前を畢け’
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るε、内地では

　　　1、櫓田氏電氣時計一京都二連

　　　2、東京計器電買時計一東京小石川

　　　3、阿部’式電高溶計一東京日暮里

外転にては

　　　1、英國シンクロノーム電氣時計

　　　2、英國パルシネチツク副直時計

　　　3、瑞西マクゆネタ電氣”書…言i｝・

　　　4、濁逸…ンーメンス電氣蒔計

の如きものが内地に輸入せられてるる襟である。此等は名前こそ異なるけれさ

も大同小異で原理に於ては殆ん曹攣りはないのである。

　師ち親時計が正しい時刻を保持してやて毎分○秒に（或は三十秒毎に）一回電

路を閉ぢる装置が施してある。その電路内につながれてるる子時計に同時に電

流を三って電磁石を働かせて指針に連絡してみる爵車の一歯を廻樽するやうに

出門てるるのである。その内あるものは常に同方向の電流途って電磁石を働か

せるものε。他のものは一分置きに十一の電流を迭ってある種の故障を避けう

工夫をしナこものがある。増田氏及ジーメンスは後者に解するものである。

　多くのものは親時計に多くの設備を施して素人が容易に取扱ひ得る穣に出塁

てるるナこめに可なり高償の嫌ひがない課ではないが近時ビルデング。デパーb

メント・ストア等が盛んに設けられ且時聞野田の必要が段々自豊せられた精鋭

上この種の電氣時計使用が一つの傾向ミなりつXあるのは最：も喜ぶべきこSN

思ふ。

　爾ほ三二時計に鰍へるべきものに振子が一つの鐵片をもつてをつて．振動毎

に鐵片がコaルの中を出入する様な仕組みの物があるが．一振りに一度電路を

閉ぢるミコaルが竹野に電磁力を與～振子の蓮動にカを補ふ鐸である。叉前に

述べた如く動力のオモリを電力で捲く時計も電氣時計ε帯すべきであら⊃か・

：普通そう呼ばないらしい○

　り一フラー時計　　の副時計はその振予の下部に一一maの鐵片を備えてをリ

リ’フラー主時計から一秒置きに迭る電流によって電磁：カを與岱られ振動を牽

制弼節せられる装置になってみるがこれは電氣時計には数へない。この襟な装

置を同調一命εいふ。同調装置で是非蓮べなければならないのはシンク＃

ノPtム電氣時計ある。

　この圭時計は英國シヨルトの考案であって一つの振子が全く自由に振動して

ゐみのである。全くの自由で脱進器をも直接連絡してみないのである。さてこ

れに附随するシンクロノーム時計は振子に固定してみる小さな棒で一振動矧ニ

ガンギ車の一歯宛ヒツ掛けて廻物してをる。そのガンギ車が一廻韓するミ今ま
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で支へてあっナこ二子形の横棒がカタリε落ちてそのハヅEに振子に勢を與へる

のであるが同時に三子のも一つの端が他の金属部に接れて藪に電路を閉ぢるの

である。この電路にある指針は一歯途られ．更らに電流が主時計の電磁石を働

かせて今の今まで全く自由に動いてゐナニ主時計の振子の肩へ（小さな車を肩に

もってみる）オモリをチョツ1・落して振子に勢ひを附解するのである。そのオ

モリは實に小さな一つの挺子の片端にクツ附いてみるものであるが他の端は尻

ヅポの様にクルリε巻き上ったものであって錘が落ちたε同時にシツボで他の

部分に衝撃を與へ．衝撃によって生するカラクリが衝撃による反動でオモリが

再び上へあがる慮をうまく捕へて蕎ミの位置に戻すεいふ工合で見てみて實に

面白い程である。Eころで衝撃によって趨るカラクリは岡時に一つの電路を閉

ぢて主時計の指針を漏るS共1：　．叉シンクロノーム時計内にある電磁石に働い

て振子（副時計の）前路を横切る様なこSをする。もしホン0）少しでも振子が後

ればそれNSブツ附かつて振子を進める働きをする。一寸考へるε邊らせる様に

思ふが進ませるので．こうするミ常に鼠戸i禰時計が同調するこ：三が出出るので

ある。

　まだ述べたい事もあるが一先づ此れでお終ひに致したい。

京　都　で　は

　　新聞紙の傅へるミころによるε．既に京都に於では商業會議所の嚢企で時

の紀念ロの準備が進められてみるεいふこEであるが、府市こ四民で當日午前

十時には天智天皇の陵に奉告祭を行ひ、午前六時、正午及午後六時を期して市

の報時所・寺院・工場の鐘、號笛を鳴らすEいふ。更らに照合統計ε樗して正午

より二時の間に四種類程の職業の家々ついて時計を瞼し叉七條・京極・三二千本

なさの人出の場所について通行人の時計踏めをやる。爾ほ六台の自動車を躯っ

て市内に宣傳ビラを撒き、電車にはポスタ・一　7e　一各所にサンドウィッチ・マン

を歩かせるε風に各人に時間気重の念を吹き込む課で晩には丸山公園で活動爲

眞を見せるNSいふこミである○（上iH　）

實用に適せ渇時誹の名爾（京学鋼払超）

米國　ウ）e　Jレサム。エルツン。ハンード

瑞　西　　ナルダン。ロンジン。ナメガ。モバード。モリス。チソツ1・oローン

　　　　　Pグス。セニジト。タバンス。ツユベニヤ。

　日　本．　精工舎。爾工舎。

以上丁丁の製品は大腿に於て成績優良なり。


